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東京学芸大学附属世田谷中学校司書 村上恭子
2014.3.3（月）

中学校図書館のカウンターから

国際子ども図書館★読書連携フォーラム
中高生への読書推進を考える

 蔵書22,000冊 年間購入冊数 約1,000冊

 年間貸出冊数 約10,000冊 専任司書1名 司書教諭1名（兼務）

附属世田谷中学校の学校図書館紹介

中学校図書館と学校司書の働き

生徒に日常的に使われる魅力ある図書館づくり

授業での活用を支援

読むことのハードルを下げ、読む力を育む手助けを

選書における４つの指針

読み継がれてきた力のある作品

中学生にとっての旬の本（ラノベ・雑誌・ＣＤも）

授業に役立つ本

それぞれの学問分野の面白さを伝えてくれる本

個々の本の魅力を伝える

 ちょっとしたコメントをつけて展示

 ２週間に一度変わる展示コーナー

 読みたくなる新刊案内

 世の中の動きにあわせて本を紹介

カウンターでは誰とでも
気軽にコミュニケーション

「○○についての本はあ
りますか？」

「塾のテストに出ていた話
の続きが読みたい！」

「私にぴったりの面白い
本を紹介して！」

予約やリ
クエストに
も応えま
す！
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狭い中に雑多な蔵書がひしめく賑やかな空間

その結果、昼休みの図書館は・・・ +学習活動の場としての学校図書館

イラストカードの作成

（1年国語）

国語科との連携★
図書館（司書）と仲良くなるために！

 図書館の仕組みを覚えてもらいつつ、
面白い本が毎年１０００冊も入ることをアピール！

2013年のオリエンテーション

３冊の本を読んで、友達に
向けてスピーチ

芋づる式

読書のススメ

ＰＯＰ作りから、図書館での交流へ

 各クラスで優秀作品を選んで、図書館に本を一緒に展示

 他学年の生徒・先生も交えて「あなたが選ぶＰＯＰ大賞！」
投票

近代文学新聞・短歌プレゼン・随筆を味わう

国語の授業は、関心を広げ、読むスキルを伸ばす場に。
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地理での調べ学習

テーマを決め、必要な資料を探し、読み解き、まとめて発表

班ごとに行った中間発表の様子

鎌倉歴史教科書を作ろう！

１年生の多くが、公共図書館を利用→アンケートの実施

実用的な本の存在に気づく良い機会に。

創造するためのヒントを図書館で見つける！

学校図書館は、
自立した学習者を育てる場

本は一生の友達！

図書館は、長い人生に必ず
役立つ時がある頼もしい存

在でありたい･･･。


